






















































































































































































































































































































































日本 韓国 アメリカ ロシア 中国 EU
本
国
日
韓
29．6－－
49．4＋“
5．8
9．1
47．4雪一
67．7＋＋
9．1＋
4．9
5．1＋
1．9
88．6＋＋
78．2”
　圧倒的多数の日本人学生と韓国人学生が、共に「EU」と「アメリカ」を「『地球温暖化防止』
に積極的と思われる国」に上げている。しかし、日韓の間の差も大きい。まず、韓国人学生の
50％近くが「日本」を「『地球温暖化防止』に積極的な国」にあげているのに対して、「日本」を
「『地球温暖化防止』に積極的な国」と考えている日本人学生は30％にすぎない。また、韓国人学
生は日本人学生よりも「アメリカ」を、また日本人学生は韓国人学生よりも「EU」を、それぞ
れ「『地球温暖化防止』に積極的」と考える傾向が認められる。
　本節では「地球環境保護」と「地球温暖化防止」の二つの視点から日本人学生と韓国人学生の
認識と政策オプションに対する態度を比較した。「地球温暖化」のイメージ、「地球温暖化防止」
のためのエネルギヲ政策オプション、先進国と発展途上国への同一の炭酸ガス排出規制などにつ
いて、統計学的に有意な差があることが分かった。しかし、ほとんどの質問項目について、日韓
間の根本的差異は認めることができなかった。おそらくこれは、環境・エネルギー問題に関する
日韓両国の情報環境が比較的同質であることを間接的に示唆するものであるかもしれない。
